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藤田医科大学(愛知県豊明市)医学部精神神経科学講座の岸太郎教授、佐久間健二講師、岩田仲

生教授、東京慈恵会医科大学医学部精神医学講座の鬼頭伸輔教授らの研究グループは、統合失調

症※1の陰性症状や認知機能障害に対する左背外側前頭前野※2への間欠的シータバースト刺激※3の

有用性を、系統的レビューとネットワークメタ解析※4 を用いて検証しました。この研究によって、左

背外側前頭前野への間欠的シータバースト刺激は、統合失調症の陰性症状、認知機能障害、うつ症

状や不安症状に有効で、かつ安全性にも優れていることが明らかになりました。これらの成果によ

り、今後、左背外側前頭前野への間欠的シータバースト刺激が統合失調症に対する治療方法になる

可能性があります。 

 本研究成果は、American Medical Association （United States・Chicago）の学術ジャ

ーナル「JAMA Network Open」(2024 Oct 1;7(10):e2441159)で発表され、併せてオン

ライン版が 2024年 10月 24日に公開されました。 

論文URL : 

https://jamanetwork.com/journals/jamanetworkopen/fullarticle/2825296 

 

＜研究成果のポイント＞ 

●既存の統合失調症治療薬である抗

精神病薬は、統合失調症の陽性症

状には有効ですが、陰性症状や認

知機能障害への効果は限定的であ

り、これらの症状に対する新たな治

療方法の開発が精神科医療の喫緊

の課題でした。 

●これまで複数の研究で、統合失調

症の陰性症状や認知機能障害に対

する左背外側前頭前野への間欠的シータバースト刺激の有用性が検討されてきましたが、その結

果は一致していませんでした。 

●そこで私たちは、系統的レビューとネットワークメタ解析を用いて既報の研究データを統合して

解析し、統合失調症の陰性症状や認知機能障害に対する左背外側前頭前野への間欠的シータバ

ースト刺激の有用性を検証しました。 

2024年 11月 7日 

※医療・教育ルートへの配信をお願いいたします。 

 本紙を含め計 3枚お送りしております。 
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●この研究によって、左背外側前頭前野への間欠的シータバースト刺激は、統合失調症の陰性症状、

認知機能障害、うつ症状や不安症状に有効で、かつ安全性にも優れていることが明らかになりま

した。 

●今後、同治療が統合失調症に対する治療方法のひとつになることが期待されます。 

＜背景および研究手法＞ 

現在、統合失調症には抗精神病薬を用いた薬物治療が行われることが一般的です。しかし、抗精

神病薬は陽性症状には有効である一方、陰性症状や認知機能障害への効果は限定的であるため、

これらの症状に対する新たな治療方法の開発が精神科医療の喫緊の課題でした。最近、様々な精

神疾患に対する新たな治療方法として、反復経頭蓋磁気刺激療法※5 が注目されています。現在、日

本ではうつ病に対してのみ反復経頭蓋磁気刺激療法が行われていますが、諸外国においては、統

合失調症の陰性症状や認知機能障害に対する左背外側前頭前野への間欠的シータバースト刺激の

有用性が検討されています。しかし、各研究の結果は一致していませんでした。そこで私たちは系統

的レビューとネットワークメタ解析を用いて既報の研究データを統合し、統合失調症の陰性症状や

認知機能障害に対する左背外側前頭前野への間欠的シータバースト刺激の有効性と安全性を検証

しました。 

＜研究成果＞ 

  この研究によって、左背外側前頭前野への間欠的シータバースト刺激は、統合失調症の陰性症

状、認知機能障害、うつ症状や不安症状に有効であることが明らかになりました。また、同治療方法

は、安全性にも優れていることが分かりました。 

＜今後の展開＞ 

現在、日本ではうつ病に対してのみ反復経頭蓋磁気刺激療法が行

われていますが、今後、左背外側前頭前野への間欠的シータバースト

刺激が統合失調症に対する治療方法のひとつになることが期待され

ます。また、私たちは双極症うつ病のうつ症状にも左背外側前頭前

野への間欠的シータバースト刺激が有効であろうことを見出してい

ます[引用文献1, 2]。統合失調症の陰性症状と様々な精神疾患で認

められるうつ症状は似た症状であり、左背外側前頭前野への間欠的

シータバースト刺激は、疾患の垣根を越えて、このような症状に有効

である可能性があります。 

［引用文献］ 

1. Kishi T, et al., Theta burst stimulation for depression: a systematic review 

and network and pairwise meta-analysis. Mol Psychiatry. 2024 in press 

2. Kishi T, et al., Repetitive Transcranial Magnetic Stimulation for Bipolar 

Depression: a Systematic Review and Pairwise and Network Meta-analysis. 

Mol Psychiatry. 2024 Jan;29(1):39-42. 
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＜用語解説＞ 

※1 統合失調症：約 100 人に 1 人が罹患する精神疾患で、陽性症状（幻聴や妄想など）、陰性症状

（意欲の低下やひきこもりなど）や認知機能障害（集中力・持続力の低下など）が主要な症状です。 

※2 左背外側前頭前野：前頭葉の外側にある、思考や意欲を司る部位です。 

※3 間欠的シータバースト刺激：通常うつ病に用いられている高頻度刺激方法より治療時間を短

縮することができる反復経頭蓋磁気刺激療法※5のひとつです。 

※4 系統的レビューとネットワークメタ解析：複数の研究のデータを統合して解析する研究手法で、

一般的に、系統的レビューとネットワークメタ解析から作り出された研究結果の質は高いと評価さ

れています。 

※5 反復経頭蓋磁気刺激療法：脳の特定の部位に繰り返し磁気刺激を与え、同部位の活動を変化

させることにより、精神症状の緩和を目指す治療方法です。 
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■報道に関するお問い合わせ 
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愛知県豊明市沓掛町田楽ケ窪１番地 98 
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